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　2018年春の図書館企画展「図書館新収資料展―縁ありて早
稲田に集いしものたち―」では、近年ご寄贈いただいた資料
を中心に 30点あまりの新収資料を出陳した。会場には簡略
な解説パネルを備え、また、より詳しい解説文を「解説目録」
にまとめて配布したが、それらには収載できなかった若干の
事柄について、備忘録的に記しておきたい。
1）舎
せい
密
み
開
かいそう
宗．内篇　1冊（文庫 8　F29）
　本資料（図 1）は、蘭学者・宇
う た
田川
がわ
榕
ようあん
菴（1798～ 1846）
の未完の大作『舎密開
宗』の自筆稿本の一
部である。題箋には
「舎密開宗初稿　宇田
川榕庵筆　單」とあ
るが、これは、この
資料を入手した後に
装幀を加えた石原明 1）
によるもの。裏見返
しには石原による昭
和 30年の識語があり
（図 2）、「此の稿本一
冊、本邦化学創始者
宇田川榕庵の自筆に
係る草稿なり。蓋し、文政八
年の初稿断簡ならん」2）と記さ
れている。榕菴の自筆である
ことは、他の館蔵自筆資料に
よって確認できるが、初稿で
あろうとの推定根拠は、残念
ながら示されておらず、不明
というほかない。
　石原は、この稿本が乾
けんけん
々斎
さい
文庫の旧蔵であること、自分
はこれを昭和 20年に本郷の井
上書
しょ
肆
し
にて購入したことも明
らかにしている。乾々斎文庫とは、医学者・藤浪剛一（1880
～ 1942）のコレクションで、没後の昭和 18年に妻の和子に
よって『乾々斎架蔵和書目録』が出されている。
　該本を繙くと、果たして「舎密開宗稿本」の書名で 4冊本
の資料が確認できる。目録が刊行された 2年後、この資料が
どのような経緯で井上書肆の店頭に現れたのかは分からない
が、藤浪のもとには少なくともほかに 3冊の稿本があったと
いうことだろうか。
　識語にはまた、「二校本、今、岡
おかむら
村千
ち
曳
びき
氏の有するところなり」
とも記されている。当館の洋学文庫のうち Bに分類される岡
村千曳氏収集資料の中には、『舎密開宗．内篇 植體』（文庫 8
　B28・図 3）、『舎密開宗．外篇 巻 6』（文庫 8　B29）の 2
冊の自稿本がある。いずれもマス目のある原稿用紙を使用。
挿図も位置を確定させて貼っている様子で、たしかに初稿か
ら幾段階かを経た稿本との印象を受ける。石原が識語を記し
た昭和 30年には、両資料ともまだ早稲田大学図書館には入っ
ておらず、石原のいう「二校本」がこれらを指す可能性は高い。
2）小
こ く え
久江成
せいいち
一古稀記念師友翰
かんぼく
墨帖
ちょう
 
7帖， 目録 1冊（チ 3　3847　1-8）
　早稲田大学の草創期に主に早大出版部で活躍し、後、大学
が設立した日清印刷株式会社の経営にも当たった小久江成
一 3）の古稀を祝う記念帖である。先入観から、当初この翰墨
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帖は、小久江に近い誰かの発案で作られ、祝いの品として贈
呈されたものと考えていたのだが、巻末にある小久江自身の
詠歌の詞書（図 4）によれば、彼自らが企画し、各氏に揮毫
を頼んで誂えたものとおぼしい。
　すなわち、詞書は「稀有の記念帖　調へ得たる悦びを」で
あり、「贈られし悦び」ではない。（自分で）調えることが出
来た悦び、と書かれているのである。
　小久江自身の企画ではないか
との推測は、翰墨帖に付随する
目録において、各
かくしゅう
輯の揮毫者名
を「氏」の敬称付きで記載しな
がら、末尾の小久江にのみ敬称
が無いこと（図 5）からも、首
肯されるように思う。
　記念帖の冒頭を飾るのは、初
代学長の高田早苗。以下、初代
図書館長市島春城をはじめ、坪
内逍遙、會津八一、窪田空穂、本間久雄、勝俣銓吉郎、青柳
篤恒、浮田和民、平沼淑郎、田中穂積、伊原青々園などなど、
早稲田大学の礎を築いた錚々たる顔ぶれが書画・詩文を寄せ
ており、大学史の資料としても一級品といえよう。
3）本間久雄著『英國近世唯美主義の研究』1冊
（文庫 14　D1338）
　本書が英文学者としての本間久雄（1886～ 1981）の記念碑
的な著作であったことは、解説目録にも記したとおりである。
島村抱月に師事し、坪内逍遙以来の早稲田の英文学研究・文芸
評論の学統を継ぐ存在であった本間は、本書によって博士号を
取得した。そして、といおうか、だがというべきか、本間はこ
の著の上梓を境に英文学研究を離れ、日本近代文学研究への傾
斜を深めていったという 4）。その意味においても、本書は本間
の英文学研究の集大成であったわけだが、そのような著作にふ
さわしく、彼は装幀を日本画家の小
こばやし
林古
こ
径
けい
に依頼し、英国近世
唯美主義の三象徴をもって、本書を唯美的に仕立てた。
　すなわち、表紙（図 6）には薄いベージュの地に金線で描
かれた孔雀が大きく羽を広げ、本体の天金と相俟って趣味の
良い豪華さを見せる。表見返しには純白の百合が 2輪、そし
て裏見返しには鮮やかな向日葵が花開く。
　この素晴らしい装幀を持った本は、限定 500部で刊行され、
博士論文として提出された 1冊を含め、現在 6冊が早稲田大
学内に所蔵される。だが、研究書庫に配架された 3冊を確認
したところ、まことに残念なことに、当初の装幀を残すもの
はなく、表紙も見返しも取り除かれ、紺色ないしクリーム色
の無粋な無地表紙に替えられて、天金だけが空しく光ってい
た。その意味でも、今般寄贈さ
れた原装を残す 1冊は、たいへ
ん貴重である。
　なお、上記研究書庫配架の 3
冊のうち、逍遙文庫に含まれる
1冊（文庫 6　1100）は、逍遙
への謹呈署名入り（図 7）であ
る。中の状態もたいへん良いの
で、永く大切に保存されるよう
に願う。
（注）
1） 古方や蘭学に詳しく、『日本の医学：その流れと発展』（至文堂
1959年）の著書がある医学者の石原明（1924～ 1980）と思
われる。
2）原文は漢文。今、私に書き下す。以下同じ。
3） 早稲田大学百五十年史編纂委員会公開Wiki版『早稲田大学百
年史』第 1巻第 3編第 11章、第 2巻第 4編第 17章、第 2巻
第 5編第 21章ほか参照。
4） 平田耀子「本間久雄：『英國近世唯美主義の研究』の出版とそ
の前後」（『総合政策研究』第 18号 2010年 3月）
図 4
図 5
図 7
図 6
